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る周波数 リ′- y+ yEのコヒーレントなラマン光 (図の場合は
anti-Stokes光 )と入射光との-テロダインビートを位相敏感検
波することにより1-2遷移のコヒーレンスを検出することができる｡
我々は,Na原子のD線に同調したCW色素 レーザー光と高周波磁場を用いてこの方法によ
る低磁場磁気共鳴の実験を行なった｡実験配置は,位相検出部を除けば従来の斜め磁場光ポン
ピングの実験の場合と同様である｡Brewerの場合に比べてレー ザ-のスペクトル幅;偏光特性の利
用等の点で実験条件はかなり異なるが基底状態のF-2,F-1Q?磁気共鳴について詳しい知見を
得た｡特に信号の位相敏感特性を利用すれば,回転磁場を用いなくてもg因子の符号が簡単に決
定できる点に着目し,F- 2,F- 1ではg因子はそれぞれ正,負であることを確認した.
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